
2025 年 （金）月  　     日11  14 18:00~19:30
　災害時には平時以上に、在宅医療・救急医療・行政・福祉の有機的連携が不可欠となります。
本セミナーが、医療的ケア児者を守る地域の医療体制の再考を促す機会となれば幸いです。

   移行期・成人期

医療的ケア者 

【お申込み】https://x.gd/ULr4L
【お問合せ】TEL 048-593-1212    北里大学メディカルセンター 医療福祉支援センター 

 （担当 上原 ）

主催：北里大学メディカルセンター  共催 : シャローム病院・社会福祉法人 昴・鴻巣保健所・北足立郡市医師会

第 4回  県央比企地区

テーマ：災害時における医療的ケア児者支援テーマ：災害時における医療的ケア児者支援

北里大学メディカルセンター
救急科
副部長  田村 智 先生

救急医療 本プロジェクト
発起人

中村 小百合 先生

シャローム病院 
在宅診療部
小児・移行期部門

在宅医療

・ 在宅  救急医療連携セミナー 
会場：北里大学メディカルセンター 2 階 AB会議室 ＋ オンライン同時開催

パステルタッグ
プロジェクト 

３次医療
（救命）

２次医療
（救急）

次医療1
（かかりつけ）

０次医療
（家族）

参加費
  無料

締切：11/7（金）

ワークショップ 地域の課題の整理 パネルディスカッション 意見交換

国立病院機構医王病院  副院長・小児科診療部長 
いしかわ医療的ケア児支援センターこのこの医療アドバイザー 

丸箸 圭子 先生

メイン講演 

ミニ講演 「埼玉県内での取り組みについて」「埼玉県内での取り組みについて」
埼玉県医療的ケア児等支援センター　袴田 悠子 氏
地域センターたいよう　茂木 健司 氏
社会医療法人 熊谷総合病院　長谷川 裕美 氏

医療的ケア児支援と今後の災害対策を考える医療的ケア児支援と今後の災害対策を考える
令和 6年 能登半島地震における令和 6年 能登半島地震における

助成：公益財団法人  在宅医療助成  勇美記念財団

本セミナー対象者
　　どなたでも
ご参加いただけます

能登半島地震での
支援経験を有する
丸箸先生にお話を伺います



第 4回  県央比企地区

なるべく
乗り合いで
お願いします

2025 年 月  　　日（金）11　１４ 13:30~14:30日  時 

場  所 生活介護事業所「陽 (HARU)」埼玉県鴻巣市本町 7-7-12
（大きな地図は裏面をご参照ください）

第一部

   移行期・成人期
医療的ケア者 ・ 在宅  救急医療連携セミナー 

パステルタッグ
プロジェクト 

３次医療
（救命）

２次医療
（救急）

次医療1
（かかりつけ）

０次医療
（家族）

※陽 (HARU) 玄関前に集合してください。
※お車は建物前の駐車場に停めてください。

13:30  現地集合

14:30  見学終了 現地解散
【緊急連絡先】欠席・遅刻などのご連絡は下記までお願いします。
　　　　　　  0493-21-5005（シャローム病院 総務課 スキガラ）

　この度は、本セミナー第一部へのご参加、誠にありがとうございます。
今回第 4回目を迎えるこのセミナーでは、毎回第一部として
「医療的ケア者のことを知ろう」をテーマに、医療的ケアを必要とする方・
障がいをお持ちの方の生活の場を、地域の在宅医療＆救急医療 合同チームで
訪問させていただいております。
　今回は、生活介護事業所「陽 (HARU)」さんを訪問したいと思います。
まず知ることから。この訪問会が、今後のよりよい在宅・救急連携のための
一歩となれば幸いです。 

主催：北里大学メディカルセンター   共催 : シャローム病院・社会福祉法人 昴・鴻巣保健所・北足立郡医師会
助成：公益財団法人  在宅医療助成  勇美記念財団

参加費
  無料

駅（３台まで駐車可能）

陽（HARU）

医療的ケア者のことを知ろう！

鴻巣市 生活介護事業所

「陽 (HARU）」訪問
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